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前回 今回

(基準年：H28） (基準年：R03）

H13～R3 H13～R6

13.4 15.3

0.0 0.0

0.0 1.2

13.4 16.5

2.7 3.5

16.8 23.4

19.5 26.9

1.45 1.63

【費用】
・算出基準年が前回の平成28年から令和3年となり、実施分の事業費を社会的割引率で現
　在価値化したことによる増。
【便益】
・搬出経費、搬出された木材価格及び材積の変動について、現在価値化により算出された
　ことにより、木材生産等便益の増。
・計算因子を現在の値に更新したことに伴う森林整備経費縮減等便益の増。
【分析結果】
・費用便益比（B/C)は、前回の1.45から1.63と増加し、十分な事業効果が確保されてい
　る。

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／林野庁　/　R02.6

■費用対効果分析結果の要因変化

効果
(億円)

木材生産等便益

森林整備経費縮減等便益

合計（Ｂ）

事業期間

費用
(億円)

事業費

維持管理費

森林整備費

合計（Ｃ）

■事業内容

　林道開設事業　幅員W=4.0m　延長L=8,060m

■費用対効果分析結果

区分 備考

令和３年度

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【林道事業】　　公共林道事業（地方創生道整備推進交付金）「干田野～石徹白線」
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